
◆東区の現状
○高齢化率は平成29年4月時点で22.4%（市と比較すると低率）だが、2025年までの8年間
に、後期高齢者が39.7%（7,600人）増加し、要介護（支援）者や認知症高齢者が急増す
ることが見込まれる

○子育て世代の転出入も多く、子育ての孤立を防止し安心して子育てできる環境が求めら
れている

○身体や知的、精神障がいの各手帳を所持している方は年々増加している

健康づくりや防災の視点も含めた

健康づくり

保健・医療・福祉

防災

おたがいさま
のまちづくり住民

高齢者をはじめ、子どもや障がい者等すべての住民
が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らし、
「おたがいさま」の心で支え合えるまちを

住民と共につくる

◆地域包括ケアシステムとは

東区地域包括ケアシステム推進方針について

◆東区がめざす地域包括ケアシステムの姿

包括的な「まちづくり」
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◆取り組みの方針（４本の柱）

◆それぞれの主体に期待される主な役割

身近な地域で誰もが安心して暮らしていけるよう、既
存の地域の見守りやサロン活動などの推進を図ると共
に、市民や関係団体との協働により「おたがいさま」
のまちづくりを展開します。
【主な取り組み】
・地域包括ケアシステム推進会議（協議体）
・各種ボランティア養成講座 ほか

住民を中心に医療・保健・福祉等関係する多職種で情報
を共有し、地域の課題についての共通理解を深め、課題
解決に向けて連携できる体制の充実を図ります。
【主な取り組み】
・事業所連絡会
・地域ケア会議 ほか

健康寿命を延伸し、住み慣れた地域で自分らしい暮らし
を人生の最期まで続けることができるよう、若い世代か
らの健康づくりに取り組み、市民はじめ行政、関係機関
等が連携し、あらゆる健康段階において予防と自立の意
識の醸成を図ります。
【主な取り組み】
・生活習慣病予防対策事業
・くまもと元気くらぶ ほか

高齢者のみならず、生活上の困難を抱える障がい者や
子どもなどが、地域において自立した生活を送ること
ができるよう、地域住民による支え合いと公的支援が
連動し、地域を『丸ごと』支える包括的な支援体制づ
くりをめざします。
【主な取り組み】
・認知症サポーター養成講座
・認知症徘徊模擬訓練実施支援 ほか

認知症の人が安心して自分らしく暮らせるまちは
全ての人にとって安心して暮らせるまちであると考え

各事業の展開に際しては認知症施策の視点をもって進めることとします

1 住民の主体的な取り組みを
推進する体制作り

２ 住民を中心とした医療・保健・
福祉等多職種連携の推進

３ すべてのライフステージと
あらゆる健康段階での健康づくりと
予防・自立意識の醸成

４ 認知症や障がいのある方と
家族を地域で支える環境づくり

それぞれの地域の実情に応じて、まちづくりの主役である地域の住民
や団体が自主性や主体性をもち、「自助」「共助」「公助」の基本理
念のもと、一体となって取り組みを進めることが最も重要
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